設備財包括の保険料体系の主な変更点（新旧概要）

２００３年１１月

日本貿易保険

項目
新
旧

保険料計算式
保険価額×料率
保険価額×付保率×料率

料率
· 案件ごとに次の算式を使って算出する。
（ａｘ＋ｂ）×付保率調整係数×各種調整係数

· 非常と信用は区分しない。

→このため、信用を不てん補とする場合は、一定の割引を行うことで対応。
· 案件の期間に応じて、あらかじめ決められている料率を適用する。

· 非常と信用は別料率となっている。

· 非常料率には、国カテに応じて国倍率をかける。

保険料計算単位
一日きざみ（最低30日）
数ヶ月ごとのきざみ

＜船前＞６月きざみ

＜船後＞１月、３月、６月、以降６月きざみ

保険料計算期間
＜船前＞現行と同じ。

＜船後＞最長ユーザンス期間又は「ＬＳ日～最終決済日」

· 決済が複数に分かれる場合、決済日ごとに計算することはせず、最長ユーザンス（又はＬＳ日～最終決済日）を船後保険期間とする。

· ただし、枝分けした場合は、各枝ごとに船後保険期間をとることができる。
＜船前＞保険契約締結日～ＬＳ日

· 船積みが複数ある場合、船積日ごとに計算することはせず、ＬＳ日までを船前保険期間とする。

· ただし、輸出契約書上、船積日が複数に分かれている場合には、枝分けをすることで、各枝ごとに船前保険期間をとることができる。

＜船後＞ユーザンス期間又は「ＬＳ日～各決済日」

· 決済が複数に分かれる場合、各決済日ごとに船後保険期間をとる。

リテンションの取扱い
リテンション決済と通常の決済を区分。

· 料率は、リテンション用の数字を使う。

· 期間は0.5年きざみ。

· リテンションが複数あっても、通常の決済と同様、一律最長の期間で保険期間をとる。
リテンション決済を特段区別していないので、通常の決済と同じ保険料計算を行う。



ｽｹｼﾞｭｰﾙﾍﾟｲﾒﾝﾄ・ﾏｲﾙｽﾄｰﾝﾍﾟｲﾒﾝﾄ等の取扱い
· ＬＳ日以降に到来するｄｕｅのみを船後保険対象とすることも、ＬＳ日前に到来するｄｕｅを船後保険対象とすることも可能。（オプション）

· 船後保険期間の取り方

＜ＬＳ以降に到来するｄｕｅのみを船後保険対象とする場合＞

「ＬＳ日～最終ｄｕｅ」を保険期間として料率を算出し、これを１／２とする。（完成時一括払いの場合を除く）

＜ＬＳ前に到来するｄｕｅも船後保険対象とする場合＞

「期間ＭＳ日～最終ｄｕｅ」を保険期間として料率を算出し、これを１／２とする。（完成時一括払いの場合を除く）
· ＬＳ日以降に到来するｄｕｅのみを船後保険対象として保険設計をする。

· 船後保険期間の取り方
通常案件と同様、各決済日ごとに船後保険期間をとる。

完成納期案件の取扱い
ＭＳ精算は廃止。予定ＬＳ日ベースで通常案件と同様の計算で保険料を算出・徴収し、事後精算は行わない。
船積み終了時にＭＳ精算を行う。

· 保険契約締結時に次の期間で計算した保険料を徴収。

＜船前＞保険契約締結日～完成納期日

＜船後＞ユーザンス期間又は「完成納期日～各決済日」

· 船積み完了時に、次の期間で計算した保険料を算出し、当初徴収保険料との差額を精算する。

＜船前＞保険契約締結日～期間中間日

＜船後＞期間中間日～各決済日

支出費用の取扱い
枝分けは行わず、技術提供開始日から最終対価確認日までの期間全体を保険期間として保険料を算出。
対価確認前の期間に応じて枝分けをし、各枝ごとに保険料を算出。

枝分け
次のようなルール付けを行う。

· 輸出契約書上で明確にポーション分けがなされている場合等に限定。

· 船前と船後はひとつの枝でセットになっていなくてはならない。

· 契約金額がゼロの枝は不可とする。
どのような枝分けも可能。

船積延長の内変
当初予定ＬＳ日から３月以内の延長であれば、内変は不要とし、保険料追徴なしでてん補する。
保険料計算のきざみの範囲内の延長であれば、内変不要。（そもそもきざみ一杯まで保険料を徴収しているため。）

船後ｄｕｅの延長


現行制度同様、決済条件を変更した場合は、内変が必要であるが、次の場合は、不要とする。

· ｽｹｼﾞｭｰﾙﾍﾟｲﾒﾝﾄ・ﾏｲﾙｽﾄｰﾝﾍﾟｲﾒﾝﾄで最終決済日以外の決済日が延長となる場合

· ﾘﾃﾝｼｮﾝの延長で、

· 最終ﾘﾃﾝｼｮﾝ以外のﾘﾃﾝｼｮﾝの延長

· ﾘﾃﾝｼｮﾝ計算期間のきざみの範囲内の延長
決済条件を変更した場合（含む決済日が延長となる場合）は、例外なく、内変が必要。

サプクレの保険料徴収方法
保険契約締結時に概算保険料の100％を徴収。

→確定精算により、確定保険料と概算保険料の差額を精算。
保険契約締結時に概算保険料の50％を徴収。

→確定精算により、確定保険料と概算保険料の差額を精算。

Ｎｏｎ－ＬＧ信用案件の保険料計算方法
保険料

＝ｶﾞｲﾌﾟﾘ方式による総合保険料（ＢＭの100％相当）

      ×（1＋ﾊﾞｲﾔｰｻｰﾁｬｰｼﾞ×信用付保率／95％）
保険料

＝ｶﾞｲﾌﾟﾘ方式による非常保険料（ＢＭの90％相当）＋別計算した信用保険料

（※）信用保険料の計算

  基準日ごとに、

    （元本＋金利）×付保率×特別信用料率×計算期間／365÷割引率

中長期個別保険の保険料計算方法


ｶﾞｲﾌﾟﾘ方式で保険料を計算する。

· 保険料＝元本×総合料率

· 総合料率
＝（ａｘ＋ｂ）×非常付保率÷0.95
       ×｛（付保率―0.95）÷0.05×ｃ＋1｝×ｄ×商品別係数

· 保険料計算期間…「期間ＭＳ日～最終決済日」

（決済日ごとの保険料算出は不要。）
短期保険と同様の保険料計算を行う。

· 保険料＝（元本＋金利）×付保率×料率

· 料率…短期個別保険の船後料率と同じ。

· 保険料計算期間…「金額ＭＳ日～各決済日」

（決済日ごとに保険料を算出しなくてはならない。）

保険料返還割合
返還すべき保険料の100％
返還すべき保険料の90％

返還保険料の裾きり金額
100,000円
30,000円

訂正内変時の精算保険料の裾きり金額
1,000円～3,000円
裾きりなし

